
海上自衛隊 「装備」のすべて 毒島刀也 

 

 

 

海上自衛隊は発足当初から海上航路防衛志向がありましたが、 

具体的な形となるのは 1981年 8月に日米首脳会談で表明したシ 

ーレーン 1,000 海里防衛構想からです。想定するシーレーンは 

中東からマラッカ海峡を経て日本に至るルートですが、その中 

の日本寄りの約 1，000 海里（1,852km）を、日本が自主的に防衛 

できるよう戦力の整備が進められました。その際、対潜ヘリコプ 

ター8機と護衛艦 8隻で 1 個護衛隊群を編 

成する 8 艦 8 機体制（通称八八艦隊）とな 

り、これを 4 個群揃えることで恒常的に展 

開できるものとしました（22ページ参照）。 

 

一方で潜水艦は水上艦のように動き回る航続力はなく、待ち 

伏せ戦術を主とするのでシーレーン防衛構想から外れています 

が、中国を明確な仮想敵とした 2010年より、太平洋に進出する 

のに必ず通らねばならない九州～沖縄～台湾ラインを押さえる  

ため、22 隻体制へ拡充しています。 

 

 

海上自衛隊はイージス艦、ヘリコプター空母を保有していま 

すが、対外的にはすべて駆逐艦（Destroyer）に分類されていま 

す。少し知識のある方であれば、この分類を奇異に感じるかも 

知れませんし、勇壮な響きを持つ戦艦、巡洋艦を持っていない） 

ことにがっかりする方もいるかもしれません。しかし世界中を見 

回しても、現役で戦艦を名乗る艦は存在しませんし、巡洋艦を 

名乗る艦を持っているのも米露の 3 艦種だけです。 

 水上砲撃力に特化していれば戦艦、荒れた海でも航行できる 

高い航洋性を持つのが巡洋艦で、どちらも砲撃から身を守るた 

めの厚い装甲を持っています。しかし第二次世界大戦後、足（射 

程／航続距離）が長くて命中精度の高い対艦ミサイルと飛行機の 

組み合わせが発達し、大口径の火砲とそれから身を守る装甲は 

まったく意味がなくなりました。よって戦艦、巡洋艦は絶滅した 

（しつつある）艦種といえます。 

 現代の駆逐艦は対艦ミサイルや魚雷を惑わす対抗手段と、飛 

散する破片を局限するための薄い装甲しか持ち合わせていませ 

ん。 

 

 

 



 

 

 

潜水艦 そうりゅう型 

非大気依存推進機関を搭載 

 

2009 年より竣工している海上自衛隊初の非大気依存推進 

（AIP）機関を搭載した潜水艦です。基本形はおやしお型を基に 

船体を少し拡大し、スターリングエンジン 4 基を搭載してします。 

このエンジンはケロシンと液体酸素を燃料とする外燃機関で、こ 

れで発電することにより連続潜行時間が 4日間（おやしお型、推 

定）から、2 週間（推定）へと飛躍的に延びています。 

 しかし 11mある AIP区画を 2m延長した船体に押し込んでい 

るため、3 入部屋だった士官室を 10 人 1 部屋にするなど、居住性 

は悪化しています。また、液体酸素を抱えることによるリスク管 

理は乗組員にとって大きな負担となっています※1。 

 

※1 日本海軍時代に酸素魚雷による多くの事故を経験しており、そのトラウマがある。 

 

 

 



極超長波（VLF）通信 周波数 3kHz以下、波長 100km以上の電波。伝達できる情報量が非常に少ないが、

海中を通して受信できる。 

 

 

機雷（機械水雷） 

 

 

US－1A／US－2 救難飛行艇 

US－1 は T字型尾翼を持つ 4 発ターボプロップ飛行艇 

で、着陸の衝撃に耐えられる大型の主脚に換えられています。 

対潜装備を撤去し、機内に 12 名分の担架を収容できます。 

1,500km進出して 4 時間の低空捜索ができ、新明和社考案の波 

消し装置と優れた短距離離着陸性能で、波高 3m以上の海上で 

も離着水できます。 

・・・ 

US＿1Aを大幅に改良したのが US－2 で、2003 年 12月 18 日に 

初飛行しました。外見上はプロペラが 6 翅になったことくらいし 

か違いはありませんが、素材を変えて軽量化が図られ、操縦系 

統はコンピュータ制御のフライ・バイ・ワイアとなり、操縦席は 

視認性の高いグラスコクピットになりました。 

 

 

～～～～～～～～ 

ターボプロップエンジン（Turboprop Engine）とは、ガスタービンエンジンの 1 形態で、そのエネルギー出

力の大部分をプロペラを回転させる力として取り出す機構を備えたエンジンである。 

～～～～～～～～ 

 



空母は無意味。 

航空自衛隊のエアカバーを受けられる範囲で専守防衛に使うには無意味であり、「空中給油機の増強と 

戦場（になると予想される）周辺の島々に飛行場（空港）を整備したほうが効果的」という結論がでていま

す。 

 

音響測定艦 ひびき型 

 長さ 1.8kmのケーブルにソナ 

―アレイを結び、約 3 ノットの速度で深さ 150～460mを曳航す 

ることで、数百 km先の潜水艦の動きを追うことができるとされ 

る聴音装置 SURTASS（サータス）を搭載します。 

 

「海の迎賓艦」「浮かぶ接待艇」 はしだて 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

チャフ 

ミサイル攻撃を受けた際、アルミ箔片などを撒き散らし、ミサイル搭載のレーダーを誤認させて、攻撃を

そらせるためのもの。 

 



 

 



 

 

 

 

 


